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　割合若いときから、棋士は書を求められる
場面が少なくありません。
　藤井聡太竜王・名人も四段時代から多くの
言葉をしたためられていますが、彼の場合昇
段ペースが速すぎて、各段位へ滞留している
年数が何せ短く、それぞれの段位の色紙は貴
重になっています。それどころか、すぐにタ
イトルを取られ保持し続ける現実であったた
め、「○段　藤井聡太」ではなく「タイトル
名　藤井聡太」になりますから、段位の署名
色紙や扇子自体がもはやここ数十年は幻の存
在になると思われます。
　揮毫文字は人それぞれですが、二文字や四
文字の熟語が一般的に多いようです。みな工
夫をしていて中には詰将棋の問題を書かれる
方もいます。最近では永瀬拓矢九段がタイト
ル戦で盛んに戦う相手の藤井さんの名前から
一字とり「聡」と書かれることがあります。
多くの思いが詰まっているはずで、他人には
真意がわかるはずもありませんし、ご本人自
身ですら、正確にその意味を説明するのは難
しいかも知れません（笑）。
　先述した肩書きですが、永世称号者でも段
位しか書かれない方がいらっしゃるので、ふ
つうの九段の私としましては、羽生さん・佐
藤康光さん・森内さんが「九段」と署名され
る度に心が疼きます。みな永世称号を持たれ
ているので、それを書いて頂きたいものです
が…以前佐藤康光さんとハワイ支部にご一緒
した際、現地で色紙を揮毫している彼を見て
「康光さん、あなたが九段としか書かないの
は知っているけど、ハワイの方はもしかした

ら色紙をもらう機会はもうないかも知れな
い。ハワイ限定で永世棋聖と書かれた方が、
頂く方も喜ぶのではないでしょうか」と進言
したところ、少し考えられ「わかりました、
ハワイ限定で書く事にします」と康光さんは
「永世棋聖　佐藤康光」と書いてくださいま
した。もちろんその後、国内では九段としか
彼は書いていません。
「一歩千金」→大事な場面で歩が一枚足り
ない、それがあれば…「一手入魂」→言葉通
り、一手ごとに全力を傾注するさま。の二つ
の言葉は、森下卓九段がよく書いておられた
言葉です。若い頃将棋イベントの控え室で棋
士・女流棋士が空き時間にみな寄贈用の色紙
を何枚もせっせと書いていたことがありまし
た。枚数も多くなってきて疲れたのか、森下
さんが「しまった！」と叫びました。見ると
書き終えた色紙に、二つの熟語が混同して
「一手入金」になっています。みなで「森下
先生らしい、一手ごとに入金する堅実さだ」
と笑いあいましたが、ある意味大変貴重な一
枚ともいえます。
　近年自分は「森はすでに暗く　空はまだ青
い」とよく書かせて頂いています。フランス
の詩人、ポール・デジャルダンという方の言
葉です。森の中をさまよい迷っている時は暗
く不安に包まれるけれど、ある段階でそれを
抜けたとき、空はまだ青く日の光に包まれ
る、というふうに解釈していて、お先真っ暗
でも視界が開けたとき、人生は捨てたもので
はない、というようにとらえて自分は使わせ
てもらっています。
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